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学校ＨＰはこちらから 

卒業・進級に向けて・・・もう一踏ん張り！ 

早いもので、もう卒業・進級の時期となりました。 
 ３月は１年間の「締めくくり」と「まとめ」の月です。６年
生は、卒業に向けて最後のまとめと、卒業式の練習に一生懸命
取り組んでいます。また、１年生から５年生は、学年のまとめ
と、次の学年へ進級するための準備をしているところです。 
これまで子供たちは、保護者や地域の皆様に支えられなが

ら成長してきました。そのことに応えるためにも、次へのステ
ップアップができるよう、しっかりとしたまとめをさせてい
きたいと考えております。 
さて、３月１日は、入谷小学校の開校記念日です。昨年の９月に開校１５０周年記念式典を行い、入谷

小学校卒業生の榊美江様と林際小学校卒業生の山内明美様から御講話をいただきました。また、思い出
写真展では、入谷公民館を会場に、卒業アルバムや児童の作文、学校日誌などを展示したくさんの方々に
来館していただきました。入谷小学校は今年で１５１年目になります。子供たちには、先輩たちが創り受
け継いできた、入谷小学校の歴史や伝統、豊かな自然、地域色豊かな産業等、入谷独自の文化を受け継ぎ、
未来につないでいって欲しいと思います。そして、この地域の担い手としてしっかり育ってほしいと思
います。 
残りわずかとなりましたが、子供たち一人一人が「この学校、この学級で過ごせてよかった。」という

思いを持ち、卒業・進級ができるよう支援していきます。 

＜３月の行事予定＞ 

日 曜 学 校 行 事 等 日 曜 学 校 行 事 等 

1 金 集団登校日、6年生を送る会、SC来校、SB15:20 17 日   

2 土   18 月 弁当日、SB15:00 

3 日   19 火 弁当日、SB15:00 

4 月 SB15:20 20 水 春分の日 

5 火 大掃除（体育館） 21 木 弁当日、ALT来校、SB15:00 

6 水 代表委⑥、たてわり清掃、ALT来校、SB15:20 22 金 修了式 ３校時限、SB11:30 

7 木 SB15:00 23 土  

8 金  24 日  

9 土 （志中卒業式） 25 月 学年末・学年始休業（４月７日まで） 

10 日   26 火 ALT来校 
11 月 朝会（みやぎ鎮魂の日）、4校時限、SB 13:10 27 水 離任式、ALT来校、SB9:40 

12 火 
少年消防クラブ修了式、ALT来校 

全校大掃除 
28 木   

13 水 ALT来校、SB15:20 29 金   

14 木 SB15:00 30 土   

15 金 卒業式、SB12:00、１～３年臨時休業日 31 日   

16 土      



＜４年生:野鳥観察会＞ 

１月２９日（月）に、野鳥観察会を行いました。講師として、気仙沼振興事
務所の佐々木様と山家様、南三陸町文化財保護委員の鈴木様、地域ボランティ
アの石井様ら４名の方々が来校し、大変詳しく教えていただきました。当日は
天候もよく、野鳥観察用の双眼鏡や望遠鏡を使って、たくさんの野鳥を見付け
ることができました。 

＜４年生:繭細工作り＞ 

 ２月５日(月)に、繭細工作りをしました。講師に、シルクレディースの３名
の方をお招きして、様々な色に染めた繭玉を使い、花やタコのマスコットを作
りました。 

＜６年生:３校交流会＞ 

２月７日（水）に、志津川小学校、戸倉小学校、入谷小学校のそれぞれ６年
生が、交流会を行いました。今年度は、入谷小学校体育館を会場に、いろいろ
なゲームを行うなど親睦を深めました。 

 

 ＜コミュニティ・スクールの活動紹介＞ 

―第 3 回 学校運営協議会で話題になったこと― 

 ２月２０日（火）に、入谷小学校を会場に第３回学校運営協議会が行われました。 

 南三陸町教育委員会の齊藤明教育長を始め、学校運営協議会委員の皆様と学校の教職員が参加

し、今年度の教育活動や保護者・児童のアンケートの振り返りを行うとともに、次年度の方向性

について熟議を行いました。 

 協議の場では各部から以下のような意見が出されました。 

・今年度はコロナ禍が明けたこともあり、「食に結び付けた教育活動」行う中で、入谷地区の良

さを子供たちが実感できたのではないか。 

 （１年生のジャム、３年生のみそ、５年生の餅つき、６年生の産業フェアでの出店 等） 

・入谷公民館と連携することで、地域の方を巻き込んだ教育活動が期待できるのではないか。 

・児童数の減少により、児童と職員だけでプール清掃を行うことが大変になってきた。PTA の奉

仕作業に結び付けて、大まかに行い、その後に児童に取り組ませてはどうか。 

・様々な避難訓練は、教師が主体で行った訓練後に、児童が自ら判断して行う訓練が大切ではな

いか。 

・ひころ秋まつりや郷土芸能発表会などの地域の行事を 

大切にしていくためにも、「全員で参加する」という 

意識を高め、行事を調整することが必要ではないか。 

・ひころ秋まつりや郷土芸能発表会に、中学生が共演 

する機会を設けてはどうか。  

 

 今後も「家庭や地域と共に歩む学校の具現化」を目指し 

て、協働的に教育活動を展開してまいります。 

 今年度の運営協議会委員皆様の御尽力に、心から御礼 

申し上げます。 


